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構を用いた動体追尾照射が可能な 4 次元放射線治療装置を開発した。2011 年 9 月から
肺がん患者に対して、腫瘍周辺に留置した金マーカーと腹壁に設置した赤外線マーカ







IR Tracking を施行した肺がん患者 10 例を対象に、ログファイルから相関モデル誤
差を算出した。相関モデル誤差は腫瘍の検出位置と予測位置の差で定義した。相関モ
デル誤差の平均値は 0 mm、標準偏差の範囲は左右方向で 0.1‐1.0 mm、腹背方向で
0.1‐1.6 mm、頭尾方向で 0.2‐1.3 mm であり、その精度は良好であった。次に、治
療前に取得した相関モデルと治療中に再取得した相関モデルを比較して、相関モデル
精度を悪化させる要因について検討した。相関モデル再取得までの時間は中央値(範
囲)で 13(2‐33)分であり、再取得回数の中央値(範囲)は 2(2‐3)回であった。N-1 回目




































 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成２７年１月９日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
